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平成から令和へ ～これからの隠岐高校～ 

 

 ４月に着任しました教

頭の小林です。どうぞよ

ろしくお願いいたしま

す。隠岐高校には二度目

の赴任となります。前回

は平成１２年度から１５

年度までの４年間の勤務でした。当時まだ３０代前半で

ありましたが、学級担任や進路指導部長として多くの貴

重な経験をさせていただきました。 

 

 やはり思い出されますのは授業、部活動をはじめとし

た生徒との様々な関わりであり、新入生を対象とした島

根県立青少年の家（サン・レイク）での集団宿泊研修は

非常に印象に残っています。隠岐高生として三年間の高

校生活を送るために学校の指導方針やルールを把握させ、

実際に学習方法を体験させるという目的で行われたもの

です。生徒への指導に力が入り、気が付くと就寝準備の

時間が過ぎていたということもありました。 

 また平成１５年には野球部の第７５回選抜高校野球大

会２１世紀枠での出場、創立９０周年記念式典など隠岐

高校の歴史的な瞬間に教職員の一人として立ち会うこと

ができました。 

 

 さて、この４月からの勤務ですが、前回とは与えられ

る業務も異なるため、正直なところまだ戸惑いもありま

す。ただ生徒の素直で真面目、そして前向きなところは

今も変わりません。校外で教え子に会う機会もあり、地

域で活躍する若い力が育っていることを大変うれしく思

います。 

 当時と比較すると生徒数はほぼ半減しましたが、高校

魅力化事業をはじめ未来を見据えた学校づくりが始まっ

ており、生徒たちのひたむきな姿を見ると、できる限り

のサポートをしていかなければと身が引き締まる思いで

す。 

 

平成２４年度から始まった隠岐高校魅力化事業の広が

りは本校の最大のアピールポイントであると感じます。

隠岐の島町から財政的支援を受け、地域の企業・団体の

ご協力、そして様々な人材（財）を活用しながら次の４

つの事業に取り組んでいます。詳しい事業内容について

は本校の HPで日々更新しておりますので、ご覧いただけ

ればと思います。 

 

 

 

①隠岐ジオパーク世界発信事業 

・ジオパーク研究（１・２年）、ジオパーク探究（３年） 

・県外生徒及び新任教員対象隠岐バスツアー 

 

②キャリア教育 

・島内外の企業でのインターンシップ（希望者） 

 

③学力向上対策 

・授業力向上セミナー 

・ベネッセ Classi の導入、「総合的な探究の時間」の企

画 

 

④学校 PR事業 

・生徒募集 PR活動 

（スクールガイド作成、学校説明イベント参加等） 

 

⑤関西研修旅行（２年生対象） 

・企業や大学との連携 

 

 平成３１年２月島根県教育委員会から発行された「県

立高校魅力化ビジョン」の第１章には『「生きる力」を育

む魅力ある高校と地域づくりの推進』が示されており、

本校においても先述の魅力化事業を教科横断的な視点等

を持ちながら、さらに推進していく必要があります。 

 とくにそれに向けた組織づくりが重要であり、現在設

置されている「隠岐の島町教育魅力化推進協議会」を活

用し、教職員、生徒・保護者、町、小・中学校、大学、社

会教育機関、地元企業、地域住民、関係団体等の多様な

主体が参画し、魅力ある高校づくりに取り組むための協

働体制「高校魅力化コンソーシアム」の構築が急がれる

ところであります。 

 

明治維新以来の大改革とも言われる日本の教育改革で

すが、その一つに学習指導要領の改訂があります。学校、

家庭、地域の関係者が幅広く共有し活用できる「学びの

地図」としての役割を果たすことができるよう改訂され

た学習指導要領が高等学校では 2022 年度（令和４年度）

から年次進行で実施されます。各学校はこの学習指導要

領に基づいて教育課程（カリキュラム）を編成するので

すが、今回の改訂のポイントとしては「学ぶことと社会

とのつながり」を意識している点があげられます。 

 

裏面に続きます 

 

 

回覧 



「社会に開かれた教育課程」 

①社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学校

教育を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、教

育課程を介してその目標を社会と共有していくこと。 

②これからの社会を創り出していく子供たちが、社会や

世界に向き合い関わり合い、自分の人生を切り拓いてい

くために求められる資質・能力とは何かを、教育課程に

おいて明確化し育んでいくこと。 

③教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源を

活用したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育との

連携を図ったり、学校教育を学校内に閉じずに、その目

指すところを社会と共有・連携しながら実現させること。 

 

 とくに③については今後の本校の学校づくり、魅力化

事業推進には必要不可欠であり、最重要事項だととらえ

ています。 

 今後も教職員が一丸となって「チーム隠岐高」として、

隠岐を支える人材の育成、魅力ある学校づくりに邁進し

て参ります。引き続き、保護者・地域の皆様のご理解と

ご協力をよろしくお願いいたします。  

 

スマホ・ケータイ安全教室 

6 月 18 日（火）に隠岐の島警察署の山田様を講

師にスマホ・ケータイ安全教室を行いました。 

自分たちが普段使っている SNS やインターネッ

トにおけるトラブルについて、わかりやすく教えて

頂き、スマホ・ケータイの利用の仕方について考え

直すきっかけになりました。 

県内で実際に起きた事例もなども紹介していた

だき、生徒たちは真剣に話を聞いていました。 

 

１学期球技大会 

7 月 4 日（木）1 学期球技大会を行いました。男

子はフットサル、女子はバスケットボールを実施し

ました。各クラスが一致団結して競技にのぞみ、学

年を超えて応援するなど学校全体で盛り上がりま

した。男子は３年３組、女子は２年３組が優勝しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国大会壮行式・分団決め 

7 月 4 日（木）球技大会後に野球部・吹奏楽部・

水泳・商業同好会の壮行式を行いました。野球部は

7 月 14 日から始まる選手権島根大会、吹奏楽部は

8 月 3 日に行われる吹奏楽コンクール、水泳は 7 月

20 日から行われる中国総体、商業同好会は 7 月 21

日に行われる全国簿記コンクールに向けて各部代

表者が決意を語り、生徒・教職員が応援をしました。

各部とも大会で良い結果が残せるように頑張って

きます。応援よろしくお願いします。 

また、同日に尼寺原祭（学園祭）の分団決めが行

われ、１年から３年まで縦割りで赤・青・緑の３分

団に編成しました。今年の尼寺原祭のテーマは 

「躍動 ～今、時を翔ける～」に決まり、これか

ら尼寺原祭に向けての準備をスタートします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マッキロップ校の生徒来校 歓迎セレモニー 

7 月 10 日（水）オーストラリアのマッキロップ

校の生徒 20 名が隠岐高校に来校し、歓迎セレモニ

ーを行いました。セレモニーでは、校長先生や生徒

会長が英語で歓迎の言葉を贈りました。マッキロッ

プ校の校長先生や生徒代表からも「2 年ぶりに隠岐

高校の生徒と交流が出来ることをとても楽しみに

している」と挨拶がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

隠岐高校ホームページのご案内 

 学校行事や部活動の大会結果等は、隠岐高校ホームページでお知らせいた

します。是非ご覧ください。右の QRコードからでもアクセスできます。

http://www.oki-hs.ed.jp/ 

http://www.oki-hs.ed.jp/

